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筋ジストロフィーとその原因遺伝子
近年、難病の筋ジストロフィーの多くの病因遺伝子が解明され原因治療が期待
されている。しかしそれら遺伝子が骨格筋細胞でどのように機能しているか、
その解明は道半ばである。当研究室では共焦点レーザー顕微鏡や電子顕微鏡な
どの形態学的方法に加え、分子生物学や細胞生物学的手法を組み合わせ、筋ジ
ストロフィーの病態解明を目指している

骨格筋の機能と形態
筋ジストロフィーの研究に関連し、損傷を受けた筋細胞細胞膜の修復機序を解
明するため、骨格筋細胞における小胞輸送を解析している。また、筋ジストロ
フィーの研究に関連し、骨格筋や神経細胞の細胞内構築の解析をおこなってい
る

ゼブラフィッシュ発生における細胞接着因子の機能
脊椎動物発生で機能している細胞接着因子としてカドヘリンスーパーファミ
リー着目し、ゼブラフィッシュをモデルとして分子生物学的、細胞生物学的に
その機能を研究している
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